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散策路に案内板・道標
まず富士見、神社仏閣コースに 

散策路部会（高橋哲也担当部会長）は富士見、神社仏閣・台山コースに案内板、道

標を設置する。すでに 20 件近い地権者、近接者に説明を行い、了承を得た。資材は１

月中にも発注し、年度内に設置作業を終える。予算総額は約 23 万円。同部会は全 6コ

ースの開設を内定しており、残り 4 コースについては H30 年度中に候補箇所の調査を

済ませ、設置作業も終えたい考えだ。          （裏面に続く） 

借り受けが決まったのは一色小南棟１階の教室で、 

名称は「地域こうりゅうルーム」。利用対象は、「再生

協が掌握する団体、個人」で、再生協を通じて電話か

メールで申込み手続きを行い、北棟正面玄関から入室

する。その際には代表者が学校から鍵を借りて協議会

の名札を着用する。平日の午後 5時以降や土日につい

ては「こうりゅうルーム」の南側からの出入りになる。 

活用策の検討が始まった     利用料は無料。 

少子化の進展に伴い、空き教室の有効活用が課題になっているが、今回のように地

域団体が活用に乗り出すのは町内では初のケース。再生協では、子供と地域の交流、 

合唱指導/プロデュースに 桑田葉子さん 
昨年結成した「にのみややまゆり合唱団」の指導リーダーに、ソプラノ歌手の桑田葉

子さん＝写真の就任が決まった。新  プロジェクトに取り組む山内みどりさ
んとの交代で、新しい顔ぶれは合   唱指導が桑田さんと一石洋子さん（ソ
プラノ）、ピアノが高寺真美さん     と岩崎千恵さん。桑田さんは音楽祭
全体の企画・制作を担うプロデ       ューサーを兼務する。 
桑田さんは国立音大学声楽科 卒。オペラやコンサートに数多く

出演。新日本フィル、東京フィ ル、神奈川フィル等の定期演奏会
のソリストとしても活躍中。二 期会、横浜シティオペラなどの会
員でもあり、二宮演奏家協会の 中心メンバーのひとり。合唱指導
も手掛けており、圧倒的な声質、  声量に定評がある。 
やまゆり合唱団は今年も数回の発 表会を予定。3月にも新団員を募集し、

4 月から月 2 回ペースで練習を開始する。桑田さんは「百合が丘の住民でもあり、地域
の音楽振興に役立てたらうれしい。皆さんと協力して頑張ります」と語っている。 



 設置する表示物のほとんどが経費を抑えられる案内板で、ベースはアルミの複合材。

設置箇所もカーブミラーや擁壁への取付けが多く、切削やコンクリート仕上げが必要な

独立型の標識、大型案内板は来年度に持ち越す。設置箇所の地権者や近接者への説明で

は、ほとんどがこの取り組みに対して理解を示してくれている。 

 また、計画中の 6 コースのうち、緑が丘から平塚富士見ゴルフ方面に進む大殿畑コー

スの一部が崩れかけていることから、2月中に単管パイプや鋼板を使って土留め板の埋め

込み工事を行う。工事は部会メンバーが担当し、材料費として 10 万円前後の費用を見込

む。このほか年度内には、全 6 コースを網羅した散策路マップの試作品の制作を行い、

来年度中の完成版製作に備える。 

  案内板のサンプル 

富士見コースから見た富士山（簗取氏撮影） 

「やまゆり」  3 度目の登壇――1 月 20 日

やまゆり合唱団は 1 月 20 日（土）、ラディアンで 3度目の舞台発表に臨んだ。教育委 

員会主催のコミュニティ・スクールフォーラムの中で、一色小 50 周年の記念曲「風の匂

い」、「アメイジンググレイス」など 3曲を披露した。 

3 度目、66 人の雄姿                          子供たちも元気いっぱい 

当日は団員 66 人が午前 11 時に集合し、山内みどり先生の指導の下で最後の練習を行 

い本番に臨んだ。11 月初めのやまゆり里山音楽祭（一色小体育館）以来のステージにな

ったため、相当の緊張感もあったが、指揮者、ピアノ奏者を含めたいつもの顔ぶれで会

場いっぱいにきれいなハーモニーを響かせた。

同合唱団はこれで H29年度の公式発表会は終えるものの、2、3月とも練習を継続する。 

昨年から舞い込んでいる福祉施設からの出演要請にどう対応するかについても検討する。 




